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	応用
	抗原情報
	背景
	α1アドレナリン受容体（α1AR）は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーのメンバーです。これらの受容体は、細胞分裂促進反応を活性化し、多くの細胞の増殖と成長を制御します。α1ARには、α1A、α1B、α1Dの3つのサブタイプがあり、いずれもGタンパク質のGq/11ファミリーを介してシグナル伝達を行い、サブタイプによって活性化パターンが異なります。この遺伝子は、NIH 3T3線維芽細胞などの細胞株に導入すると腫瘍性形質転換を誘導するα1Bアドレナリン受容体をコードしています。したがって、この正常な細胞遺伝子はプロトオンコゲンとして同定されています。この遺伝子は、2つのエクソンと、コード領域を分断する少なくとも20 kbの単一の大きなイントロンで構成されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:このαアドレナリン受容体は、ホスファチジルイノシトールカルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質との結合によってその作用を媒介します。,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;血管平滑筋収縮;
	画像データ
	

	ADRA1B抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	AR-α1Bポリクローナル抗体を用いたJK細胞のウェスタンブロット解析

